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小
水
力

「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」は
、現
代
社
会
で
必
須
の
倫
理
学

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㉞

あ
っ
た
が
、
近
年
、
あ
る
い

は
未
来
に
お
い
て
は
、
宇
宙

も
対
象
と
さ
れ
る
。「
エ
テ

ィ
カ
」
は
、
も
ち
ろ
ん
「
倫

理
学
」
や
「
倫
理
」
を
意
味

す
る
。

こ
う
し
て
「
エ
コ
エ
テ
ィ

カ
」
は
、
単
純
に
は
「
家
と

倫
理
学
」
を
重
ね
た
合
成
語

で
あ
る
が
、
わ
が
家
、
す
な

わ
ち
我
々
が
暮
ら
す
生
息
圏

が
、
今
日
で
は
科
学
技
術
が

環
境
と
し
て
力
を
も
つ
時
代

と
な
り
、
古
代
や
従
来
と
は

異
な
る
新
し
い
倫
理
学
を
、

現
代
社
会
で
は
必
要
と
さ
れ

る
状
況
が
背
景
に
あ
る
。

「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」
は
、
今

道
氏
が
、
こ
う
し
た
観
点
か

ら
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
流
の

個
人
の
倫
理
学
を
超
え
て
、

社
会
や
企
業
な
ど
、
集
団
の

倫
理
学
こ
そ
が
必
要
で
あ
る

と
唱
え
た
今
道
流
の
倫
理
学

で
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
科

学
技
術
が
空
気
の
よ
う
に
浸

透
し
て
い
る
現
代
社
会
の
様

相
、
す
な
わ
ち
「
科
学
技
術

連
関
」（
略
し
て
「
技
術
連

関
」
と
い
う
）
が
、「
エ
コ

エ
テ
ィ
カ
」
の
概
念
の
背
景

に
あ
る
。
科
学
技
術
は
、

我
々
の
暮
ら
し
や
社
会
を
支

配
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

我
々
の
暮
ら
し
を
便
利
で
快

適
な
も
の
に
す
る
、
あ
る
い

は
し
て
い
る
と
の
感
覚
や
期

待
が
、
科
学
技
術
を
空
気
の

よ
う
な
必
須
な
存
在
に
位
置

付
け
て
い
る
。
結
果
と
し

て
、
科
学
技
術
は
、
現
代
社

会
の
環
境
と
し
て
大
き
な
役

割
を
担
う
「
技
術
連
関
」
を

創
出
し
た
と
い
え
る
。

科
学
技
術
は
、
宇
宙
ロ
ケ

ッ
ト
、
新
幹
線
、
ド
ロ
ー

ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携

帯
電
話
、
８
Ｋ
テ
レ
ビ
、
自

動
改
札
、
宅
配
時
間
予
約
、

等
々
便
利
で
私
た
ち
の
暮
ら

し
や
生
き
方
を
も
変
え
る
よ

う
な
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
そ
れ
は
、
魔
力
の
よ

う
な
存
在
で
あ
る
と
も
い
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
大
き
な

影
響
を
も
つ
存
在
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
現
代
社
会
の

魔
力
に
対
す
る
新
し
い
倫
理

学
が
必
要
と
さ
れ
る
。

少
し
倫
理
学
的
な
言
葉
が

登
場
す
る
が
、
今
道
氏
は
、

「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」
に
お
い

て
、
次
の
４
つ
を
最
も
重
要

な
徳
目
と
し
て
い
る
。
①
勇

気
、
②
忠
、
③
謙
遜
、
④
責

任
。
そ
し
て
今
日
で
は
、
次

の
徳
目
が
追
加
、
創
造
さ
れ

て
い
る
。
⑤
異
邦
人
愛
、
⑥

定
刻
性
、
⑦
国
際
性
、
⑧
語

学
と
機
器
の
習
得
、
⑨
気
分

転
換
。
⑤
～
⑨
は
、
大
学
生

の
よ
う
な
現
代
や
未
来
を
生

き
る
若
者
に
習
得
し
て
欲
し

い
徳
目
で
も
あ
る
。

さ
て
、
科
学
技
術
が
大
き

な
影
響
を
つ
く
り
だ
す
こ
と

は
、
自
明
で
あ
る
。
そ
の
場

合
、
そ
の
作
り
手
と
、
そ
の

受
け
手
に
分
け
ら
れ
る
。
大

き
な
威
力
あ
る
存
在
を
設
計

し
、
製
造
し
、
運
用
し
、
管

理
す
る
と
い
う
担
い
手
が
で

き
る
。
巨
大
科
学
技
術
の
運

用
に
は
、
原
子
力
発
電
所
が

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

今
道
氏
は
、
原
発
を
「
原

子
力
と
倫
理
の
問
題
」
と
捉

え
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
コ

ラ
ム
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源

⑧
』（
第
25
号
、
２
０
１
５

年
５
月
４
日
）
に
お
い
て
、

「
現
実
や
そ
の
状
況
に
対
し

疑
義
や
不
満
を
抱
き
、
あ
る

べ
き
望
ま
し
い
状
況
を
意
識

し
た
と
き
〝
問
題
〟
と
い
う

言
葉
を
発
す
る
。〝
問
題
〟

と
は
、
現
実
と
理
想
の
〝
ギ

ャ
ッ
プ
〟
を
意
味
す
る
」
と

述
べ
た
。
ま
さ
に
今
道
氏

も
、
原
子
力
と
倫
理
の
関
係

に
お
い
て
、〝
ギ
ャ
ッ
プ
〟

を
感
じ
て
発
言
を
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

今
道
氏
は
『
エ
コ
エ
テ
ィ

カ
』
の
第
四
章
「
道
徳
と
論

理
」
の
第
６
節
に
お
い
て
、

「
火
の
ミ
ュ
ー
ト
ス
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
（
ミ
ュ
ー
ト
ス

は
神
話
と
い
う
意
味
）
で
原

子
力
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
人
類
が
火
と
の
関
わ
り

に
お
い
て
は
、
い
つ
で
も
悲

劇
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
を

例
証
し
た
の
ち
、「
原
子
力

も
、
大
き
な
電
気
の
も
と
に

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
ま

す
が
、
も
の
す
ご
い
火
で
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
火
を
扱

う
人
は
、
昔
の
ま
ま
の
モ
ラ

ル
で
考
え
て
い
れ
ば
罰
せ
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
…
（
中

略
）
…
で
す
か
ら
、
私
ど
も

は
本
当
に
、
ま
っ
た
く
新
し

い
考
え
方
を
し
な
け
れ
ば
、

原
子
力
を
使
う
の
を
や
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述

べ
、
「
す
な
わ
ち
、
今
ま
で

よ
り
も
は
る
か
に
道
徳
的
な

人
間
で
な
け
れ
ば
、
原
子
力

は
使
え
な
い
と
思
う
の
で

す
」
と
記
す
。

ま
た
、『
原
子
力
基
本

法
』
第
２
条
「
原
子
力
利
用

は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
、

安
全
の
確
保
を
旨
と
し
て
、

民
主
的
な
運
営
の
下
に
、
自

主
的
に
こ
れ
を
行
う
も
の
と

し
、
そ
の
成
果
を
公
開
し
、

進
ん
で
国
際
協
力
に
資
す
る

も
の
と
す
る
」
に
関
連
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
何
よ

り
も
大
事
な
こ
と
は
〝
平
和

的
利
用
に
限
る
〟
と
い
う
こ

と
と
〝
安
全
を
旨
と
す
る
〟

と
い
う
二
つ
の
倫
理
的
な
こ

と
で
す
。
繰
り
返
し
ま
す

が
、
こ
の
二
つ
は
新
し
い
時

代
の
道
徳
の
問
題
で
あ
る
、

そ
れ
は
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
の
勉

強
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
訴
え
た
い
の
で
す
。
」

「
原
子
力
関
係
の
施
設
の

事
故
は
続
発
し
て
い
ま
す
。

稼
働
性
や
施
設
数
に
比
べ
て

極
小
の
事
故
だ
、
と
関
係
者

は
い
う
の
で
す
が
、
し
か

し
、
大
事
故
の
可
能
性
は
あ

あ
る
と
い
う
こ
と
、
人
間
が

不
完
全
な
、
そ
し
て
自
己
弁

護
的
存
在
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
を
忘
れ
て
、
不
十
分
な
構

え
の
ま
ま
、
利
益
ま
で
得
よ

う
、
と
考
え
る
こ
と
は
非
道

で
あ
り
ま
す
。
…
（
中
略
）

…
そ
う
だ
と
す
る
と
、
原
子

力
関
係
の
研
究
者
も
企
業
家

も
労
働
者
も
、
道
徳
的
意
識

革
命
を
自
ら
の
課
題
と
し
て

考
え
、
在
来
の
企
業
と
は
ち

が
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
、
在

来
の
企
業
精
神
と
は
ち
が
う

理
念
を
、
哲
学
者
と
の
対
話

の
中
で
、
求
め
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。」

以
上
の
よ
う
な
見
識
を
、
今

道
氏
は
、
１
９
９
０
年
発
行

の
本
書
の
中
で
示
し
て
い
る
。

最
後
に
、
私
が
と
く
に
見

出
し
た
一
文
を
記
し
た
い
。

「
科
学
技
術
の
自
己
規
正

が
、
人
類
の
生
き
残
り
の
た

め
に
必
要
と
な
り
、
…
…
倫

理
学
の
よ
う
な
善
や
美
と
い

う
価
値
を
求
め
る
学
問
で
さ

え
、
現
実
効
果
の
み
の
技
術

に
変
質
さ
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
、
科
学
技
術
的
考
え
方
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ

生
き
残
る
の
で
は
な
く
、
や

は
り
、
人
間
の
品
位
を
も
っ

て
生
き
残
る
、
つ
ま
り
、
よ

く
生
き
る
こ
と
が
何
と
い
っ

て
も
必
要
で
す
。」

Column「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」
は
、

故
・
今
道
友
信
氏
の
遺
し
た

現
在
そ
し
て
未
来
に
お
い
て

必
要
な
倫
理
学
で
あ
る
。
今

道
氏
は
、
２
０
１
２
年
10
月

に
90
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、

「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」
の
概
念

は
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
海

外
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
日
本
で
は
、
１
９
９
０

年
に
講
談
社
か
ら
『
エ
コ
エ

テ
ィ
カ
―
生
圏
倫
理
学
―
』

と
い
う
書
名
で
発
行
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
外
国
語
訳
は
、

５
か
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
私
は
、
そ
の
ド

イ
ツ
語
訳
本
を
、
２
０
０
７

年
12
月
に
千
葉
大
学
で
開
催

し
た
講
演
会
の
折
に
、
著
者

の
今
道
氏
か
ら
贈
呈
を
受

け
、
大
切
に
し
て
い
る
。

既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」
は
、「
生

圏
倫
理
学
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
そ
の
意
味
は
今
道

氏
に
よ
れ
ば
、「
人
類
の
生

息
圏
の
規
模
で
考
え
る
倫
理

学
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し

て
、「

エ

コ

エ

テ

ィ

カ

（eco-ethica

）」

の
「

エ

コ
」
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
オ

イ
コ
ス
（oikos)

を
音
写
し

た
ラ
テ
ン
語
で
、
そ
れ
は
狭

義
に
は
「
家
」
を
、
広
義
に

は
「
生
息
地
や
生
息
圏
」
を

意
味
す
る
と
い
う
。
生
圏
と

は
、
広
義
の
意
味
で
、
私
た

ち
人
類
が
生
き
る
環
境
を
い

う
。
生
圏
は
大
き
く
と
ら
え

る
と
、
国
土
と
い
う
環
境
、

地
球
と
い
う
環
境
が
対
象
で

『エコエティカ』、今道友信著、講談社学術文
庫(1990)、800 円（＋Tax） ISBN4-06-158946-

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

る
し
、
小
事
故

で
も
永
続
的
致

命
性
を
周
囲
に

及
ぼ
し
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の

大
部
分
は
、
天

災
で
は
な
く
〝

人
災
〟
と
〝
物

災
〟
で
あ
り
ま

す
。
人
間
が
過

失
的
な
存
在
で

ダ
ム
取
水
塔
に
小
水
力
発
電
設
置

モ
デ
ル
発
電
所
と
し
て
活
用

山
口
県

洸陽電気 地域貢献型水力開発を推進

農業用水路を活かした小水力発電
岩手県八幡平市で運転開始 宇部丸山発電所

完成した「松川小水力発電所」
山
口
県
は
４
月
、
県
企
業

局
が
宇
部
市
の
宇
部
丸
山
ダ

ム
で
建
設
し
て
い
た
小
水
力

発
電
の
モ
デ
ル
施
設
「
宇
部

丸
山
発
電
所
」
の
運
転
を
開

始
し
た
。
出
力
は
最
大
１
３

０
㌗
、
年
間
発
電
量
は
一
般

家
庭
約
１
６
０
世
帯
分
の
年

間
使
用
電
力
量
に
相
当
す
る

57
万
１
０
０
０
㌗
時
を
見
込

ん
で
い
る
。
発
電
し
た
電
気

は
全
量
を
中
国
電
力
に
売
電

す
る
。

県
営
の
小
水
力
発
電
所
は

現
在
12
カ
所
あ
り
、
合
計
出

力
は
５
万
１
６
５
２
㌗
。
こ

の
う
ち
固
定
価
格
買
取
制

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
度
を
活
用
し
た

施
設
は
、
２
０
１
４
年
５
月

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
事
業
の
洸
陽
電
機
（
兵
庫

県
神
戸
市
）
は
４
月
27
日
、

岩
手
県
八
幡
平
市
で
同
社
初

の
小
水
力
発
電
施
設
と
な
る

「
松
川
小
水
力
発
電
所
」
の

運
転
を
開
始
し
た
。
松
川
土

地
改
良
区
が
管
理
す
る
後
藤

川
幹
線
水
路
の
農
業
用
水
を

利
用
し
、
同
社
が
発
電
事
業

者
と
し
て
単
独
で
発
電
を
行

う
。
出
力
は
37
㌗
、
年
間
発

電
量
は
一
般
家
庭
約
92
世
帯

分
の
年
間
電
力
消
費
量
に
相

当
す
る
約
30
万
㌗
時
を
見
込

ん
で
い
る
。
発
電
し
た
電
力

は
全
量
を
売
電
す
る
。

後
藤
川
幹
線
水
路
は
岩
手

県
が
１
９
４
６
年
に
造
成
し

た
用
水
路
。
そ
の
床
面
を
固

め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
落

よ
る
小
水
力
発
電
事
業
化
は

採
算
面
で
難
し
い
と
判
断
さ

れ
た
が
、
分
析
を
重
ね
た
結

果
、
発
電
計
画
の
最
適
化
、

土
木
設
備
や
発
電
設
備
の
大

幅
な
合
理
化
に
よ
り
、
建
設

費
を
抑
え
る
こ
と
で
事
業
採

算
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
判
断
し
、
同
社
が

松
川
土
地
改
良
区
か
ら
水
路

を
借
り
受
け
て
事
業
化
に
踏

み
切
っ
た
。

同
社
は
、
本
事
業
で
は
調

査
・
建
設
・
維
持
管
理
な
ど

の
面
で
地
元
と
密
着
し
た
事

業
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
き
た
。
本
事
業
を

「
地
域
貢
献
型
水
力
開
発
」

の
モ
デ
ル
事
業
と
捉
え
、
今

後
も
よ
り
地
域
と
連
携
し
た

水
力
開
発
を
目
指
し
て
い
く

差
工
の
横
に
、
北
陸
精
機

（
富
山
県
魚
津
市
）
の
小
水

力
発
電
設
備
「
パ
ワ
ー
ア
ル

キ
メ
デ
ス
」
を
設
置
し
、
落

差
（
有
効
落
差
６
・
７
㍍
）

を
利
用
し
て
発
電
す
る
。
洸

陽
電
機
に
よ
れ
ば
、
民
間
事

業
者
が
土
地
改
良
施
設
に
お

い
て
単
独
で
発
電
事
業
を
行

う
の
は
、
東
北
圏
内
で
は
初

の
事
例
と
な
る
。

洸
陽
電
機
に
は
、
国
内
・

海
外
で
多
く
の
水
力
発
電
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
て
き

た
技
術
者
が
チ
ー
ム
で
在
籍

し
て
お
り
、
全
国
各
地
で
小

に
萩
市
で
運
転
を
開
始
し
た

「
相
原
発
電
所
」（
82
㌗
）
が

最
初
で
、
宇
部
丸
山
発
電
所

は
県
内
２
カ
所
目
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ

活
用
小
水
力
発
電
設
備
と
な

る
。
県
企
業
局
は
同
発
電
所

を
小
水
力
発
電
の
モ
デ
ル
発

電
所
と
し
て
活
用
し
、
小
水

力
発
電
開
発
に
取
り
組
む
市

町
や
団
体
に
技
術
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
小
水
力
発
電

の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
く

考
え
だ
。

宇
部
丸
山
ダ
ム
は
、
宇

部
・
山
陽
小
野
田
地
区
の
水

需
要
に
対
応
す
る
た
め
１
９

７
９
年
に
建
設
さ
れ
、
上
水

と
工
業
用
水
の
安
定
給
水
に

使
わ
れ
て
い
る
。
今
回
新
設

し
た
小
水
力
発
電
所
は
同
ダ

ム
か
ら
取
水
し
て
い
る
上
水

と
工
業
用
水
の
未
利
用
落
差

（
有
効
落
差
は
最
大
約
20

㍍
）
を
活
用
す
る
。
取
水
塔

内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
流
量

調
整
バ
ル
ブ
２
台
の
う
ち
１

台
を
水
車
発
電
機
に
置
き
換

え
、
工
業
用
水
道
施
設
を
流

用
す
る
こ
と
で
建
設
費
を
抑

え
た
。
総
事
業
費
は
２
億
２

８
０
０
万
円
。

水
車
発
電
機
の
設
置
工
事

で
は
、
既
設
の
流
量
調
整
バ

ル
ブ
を
撤
去
し
て
設
置
す
る

た
め
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
は
限

ら
れ
、
可
能
な
限
り
コ
ン
パ

ク
ト
に
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
水
車
軸
が
水

平
に
な
っ
た
円
筒
状
の
水
車

（
横
軸
前
口
フ
ラ
ン
シ
ス
水

車
）
を
採
用
し
て
省
ス
ペ
ー

ス
化
を
図
っ
た
。
同
発
電
所

は
宇
部
市
に
あ
る
厚
東
川
工

業
用
水
事
務
所
で
管
理
す

る
。
制
御
室
で
運
転
停
止
や

流
量
調
整
な
ど
の
操
作
、
機

器
の
状
態
を
監
視
す
る
。

水
力
発
電
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
や

実
現
可
能
性
を

探
る
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。

松
川
土
地
改
良

区
も
そ
の
う
ち

の
一
つ
だ
っ

た
。
後
藤
川
幹

線
水
路
の
調
査

で
は
、
農
業
用

水
を
利
用
し
た

民
間
事
業
者
に

と
い
う
。


